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１ 背景

スパース推定・スパースモデリングの研究はこの 20年ほどの間に大きく進展した．その代表的な

手法のひとつが Least Absolute Shrinkage and Selection Operator (LASSO) [5]である．LASSO

は線形回帰問題に対するパラメータ選択と変数選択を同時に行う手法であり，最適化問題とし

て定式化される．この最適化問題を効率的に解くためのアルゴリズムに Least Angle Regression

(LARS) [3] がある．LARSは反応変数と説明変数の相関を利用したアルゴリズムであり，誤差と

して正規分布を仮定することで，ユークリッド幾何による記述が可能となっている．

ユークリッド幾何の一般化のひとつとして情報幾何が知られている [1]．情報幾何は，リーマン幾

何的手法を統計学の問題に持ち込むことを可能にする．たとえば，正規分布がユークリッド幾何と

して記述されることは，情報幾何の一例として扱うことができる．

２ 提案手法

本発表では，LARSを利用して，一般化線形モデルに対するパラメータ推定手法を提案する．一

般化線形モデルは，情報幾何の観点からは多様体になっており，ユークリッド幾何では扱うことが

できない．この多様体は双対平坦と呼ばれる性質をもつことが知られており，双対平坦性にもとづ

く LARSの拡張が提案されている [4, 2]．提案手法では，接空間がユークリッド幾何で扱えること

を利用し，多様体を直接に使うことはせず接空間において LARSを実行する．それにより計算効率

が非常に高い手法となる．数値実験により，一般化線形モデルに対する LASSO との比較を行い，

接空間による統計モデルの簡略化をしても推定の性能が劣らないことを確認する．
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